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一般的な注意：理論試験（ 点）

理論試験は５時間にわたっておこなわれ、総得点は 点である。

試験開始前

試験開始の合図があるまで問題の入った封筒を開けてはならない。

試験の開始と終了は音の信号によって合図される。経過時間の 時間毎に合図があり、（最終的な終了の合図の
前に）試験終了 分前にも合図がある。

試験中

解答を記述するために解答用紙（ ）が配布される。最終的な解答は該当する解答用紙の適切
な四角形の枠の中に書くこと。全ての問題に対して、詳しい作業をおこなうための空白の作業用紙（

）がある。常に作業中の問題に付属した作業用紙を用いること。採点して欲しくない紙に何か記入し
た場合には、 を付けること。全てのページの表側だけを用いること。

解答においては、できるだけ簡潔に書くように努力すること。必要であれば考えを表すのに、式、論理記
号、図を用いてよい。長文を用いることは避けること。

数字を書く場合には、適切な有効数字で書くこと。

しばしば、前の方の問題を解かなくても、後ろの部分の問題を解くことができる場合がある。

物理定数の表は独立したページに与えられている。

許可無しに作業している場所から移動することはできない。何か助けが欲しい時（飲料水の容器を補充する必要
がある時、計算機が壊れた時、トイレに行きたい時、等）は、 つの旗（ （水の
容器を補充してください） （トイレに行きたいです） それ以外の場合には

（助けが必要です） ）の つを上に挙げてチームガイドに知らせること。

試験終了時には直ちに書くことを止めなければならない。

全ての問題に対して、次の順番で該当する紙を並べ替えなさい。問題用紙 、解答用紙
、作業用紙 、メモ用紙 の順。

１つの問題に属する紙を全て同じ封筒に入れなさい。一般的な注意の紙は、残った別の封筒に入れるこ
と。学生コード（ ）が全ての封筒に書かれていることを確認すること。試験会場の外には、
どのような紙も持ち出してはならない。

配布された計算機は机の上に置いておくこと。


